
国産初の水素液化機の開発・販売、液化水素運搬船の開発、建造、水素

ガスタービン・ガスエンジン・ボイラの開発、販売など、NEDO助成に

よるコア技術開発を活かし、幅広い水素関連機器の実装において数々の

実績を上げています。

液化水素運搬船「すいそ ふろんてぃあ」は4年以上の実証試験でBOR

（蒸発率）0.3％/日を確認し、受入基地「Hy touch 神戸」の貯蔵タンク

についてもBOR 0.06％/日と同規模のLNG用機器と同等の高断熱性能を

達成しました。

2025年11月には世界最大級の液化水素貯蔵タンク（5万㎥）、海上荷役

設備、水素液化・送ガス設備、ローリー出荷設備を備えた商用規模LH2

ターミナルの起工式を開催、当ターミナルは日本水素エネルギー（株）

が事業主体、川崎重工を主体とする共同企業体が設備設計・建設を担当

し、今後約4万㎥の液化水素運搬船建造も計画しています。

さらに、当社は残余排出への対応やネガティブエミッションの実現に不

可欠な技術として、排ガスCO₂回収技術に加え、大気中CO₂を回収する

DAC実証設備を神戸工場に設置しました。技術改良と社会実装を通じて

地域や産業界の脱炭素化を加速します。

当社は船舶、鉄道車両、航空機、モーターサイクル、ガスタービン、

産業プラント、ロボットなど幅広い事業を展開する総合エンジニア

リングメーカーです。

川崎重工グループは、水素エネルギーをもっと多くの人に届けるた

めに、水素を「つくる、はこぶ、ためる、つかう」、水素サプライ

チェーンの上流から下流に至る技術開発を進めており、水素社会の

早期実現のために挑戦を続けています。

また、2025年には世界初の液化水素国際輸送を実現した運搬船

「すいそ ふろんてぃあ」が、万博会場沖を航行しました。

液化水素運搬船 大阪・関西万博会場沖を航行

（未利用褐炭由来水素大規模海上輸送サプライチェーン構築実

    証事業2015-2023

液化水素輸送・荷役システムの国際標準化に向けたデータ取

得 2023-2026）

大気中のCO₂を回収する Direct Air Capture設備（写真 左）と、
工場内自家発電設備の排ガスからCO₂を回収する
Post-Combustion Capture設備（写真 右）の2種類で構成
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川崎LH₂ターミナル完成予想図（神奈川県・川崎市）

2025年11月27日に起工式を開催
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